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　橋詰壽人市長は、各議案の提案説明に先立ち、
「第２次安倍改造内閣の発足にあたり、安倍首相
は『景気回復の軌道をより確かなものとし、全国
津々浦々まで届けることが次なる内閣の使命。最
大の課題の一つが“元気で豊かな地方の創生”だ』
と強調し、内閣府に地方創生担当相を新設し、『ま
ち・ひと・しごと創生本部』を発足させました。
また、政府は臨時国会に地方創生の関連法案とし
て、『まち・ひと・しごと創生法案』と『地域再生
法改正案』を提出し、この２法案を最重要法案と
して、衆議院解散当日の11月21日に参議院で可決、
成立しました。具体策はまだ不透明な部分があり
ますが、地方の自主性を重視し、『やる気のある自
治体を後押しする』というスタンスが強く感じら
れます。高知県では、『地方創生のためには、中山
間地域の創生が不可欠』として、中山間地域にお

ける『小さな拠点』としての集落活動センターの
整備を進めています。また、都市から地方への新
しい『ひと』の流れをつくるために、移住促進策
にも力を入れています。本市でも、この国や県の
動向を注視しながら、人口減少問題への対処が必
要です。国立社会保障・人口問題研究所の試算に
よると、本市の2040年人口は2010年よりも16.8
％減少し、37,832人となると推計され、このまま人
口減少が続くと、税収の減少による公共サービス
の質・量の低下など様々な問題が懸念されます。
本年度より次期総合計画の策定作業を進めていま
すが、この喫緊の課題である人口減少問題につい
て、少子化対策、雇用対策、住宅対策など、あら
ゆる分野における施策について全庁体制で検討し
ます。」と述べた後、主要な課題について報告しま
した。（内容はあらましです）
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津
波
避
難
タ
ワ
ー

　

安
否
確
認
ア
プ
リ
開
発

高
知
高
専
と
の
連
携
事
業

　

高
知
高
専
が
津
波
避
難
タ
ワ
ー

間
や
市
役
所
と
の
間
で
の
避
難
者

情
報
の
伝
達
な
ど
を
目
的
と
し
た

津
波
避
難
タ
ワ
ー
安
否
確
認
ア
プ

リ
「
つ
な
が
っ
タ
ワ
ー
」
を
開
発

し
、
10
月
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ

た
「
全
国
高
等
専
門
学
校
第
25
回

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
課
題
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
高
知
高
専
の
実
用
化

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い

て
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
検
討

し
、
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

次
期
総
合
計
画
の
策
定

　

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
、

市
民
３
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
千
44
人
、
34.8

　

全
域
で
移
動
手
段
の
確
保

中
山
間
地
域
の
交
通
対
策

　

10
月
１
日
か
ら
瓶
岩
地
区
お
よ

び
白
木
谷
・
八
京
地
区
に
お
い
て

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
北
部
中
山
間
地
域
の
全
域
に

お
い
て
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
利
用
状
況
を
見
な

が
ら
運
行
内
容
な
ど
の
改
善
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

チ
ー
ム
稲
生
に
よ
る

　

受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

特
定
健
診
受
診
の
推
進

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
は
30.6
％
で
、
前
年
度
よ
り
1.6
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
10
月
の

稲
生
地
区
の
特
定
健
診
で
は
、
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
チ
ー
ム
稲
生
」

に
よ
る
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
収
穫
祭
が
同
時
に
開
催

さ
れ
、
受
診
者
の
増
加
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
12
月
13
日
に
は
「
健

康
な
ん
こ
く
き
ら
り
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
健
康
づ
く
り
と

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
様
に
特
定
健
診
の
受
診
を

啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

　

県
下
２
番
目
に
高
い
水
準

後
期
高
齢
者
医
療

　

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

は
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
125

万
９
千
500
円
で
、
前
年
度
よ
り
５

万
円
、
4.3
％
増
え
、
県
内
の
自
治

体
で
は
２
番
目
に
高
い
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
人
当
た
り

の
保
険
料
は
６
万
３
千
239
円
で
、

69
％
の
方
が
軽
減
該
当
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
、

適
正
な
事
業
運
営
が
行
わ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難

水
道
施
設
の
防
災
対
策
計
画

　

管
路
破
損
箇
所
の
情
報
提
供
な

ど
、
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の

確
保
に
よ
り
、
人
命
の
安
全
や
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
津
波
浸

水
域
内
に
あ
る
水
道
施
設
の
防
災

対
策
計
画
を
９
月
26
日
付
け
で
県

知
事
に
届
出
を
し
ま
し
た
。

％
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
次
期
計
画
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
現
在
、
集
計
お
よ
び
分
析

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
結
果
が

ま
と
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
報
告
し
ま
す
。

　

市
内
３
カ
所
を
候
補
地

電
気
自
動
車
充
電
設
備
の
設
置

　

電
気
自
動
車
充
電
設
備
に
つ
い

て
は
、
国
道
沿
い
や
観
光
施
設
な

ど
の
利
用
者
が
少
し
で
も
多
い
場

所
へ
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

道
の
駅
な
ど
市
内
３
カ
所
を
設
置

候
補
地
と
し
て
、
各
管
理
者
の
ご

理
解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
趣
旨
の

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
南
国
線
・
３
工
区
の

　

測
量
設
計
に
着
手

都
市
計
画
道
路

　

都
市
計
画
道
路
・
高
知
南
国
線

（
３
工
区
）
の
事
業
化
に
つ
い
て

は
、
10
月
２
日
に
地
元
説
明
会
を

開
催
し
、
南
国
警
察
署
前
の
県
道

南
国
イ
ン
タ
ー
線
よ
り
東
へ
市
道

旧
農
協
病
院
東
線
ま
で
の
間
、
延

長
220
ｍ
の
測
量
設
計
に
着
手
し
ま

し
た
。

　

食
育
と
地
産
地
消
の

　

モ
デ
ル
事
業
と
し
て

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー

　

第
18
回
米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ

ー
の
稲
刈
り
体
験
が
10
月
９
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
悪

天
候
に
よ
り
６
月
の
田
植
え
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
黄
金
色
に

実
っ
た
稲
を
、
久
礼
田
・
国
府
・

奈
路
小
学
校
の
児
童
と
保
護
者
が

丁
寧
に
鎌
で
刈
り
取
り
、
収
穫
の

歓
び
を
親
子
で
体
感
し
ま
し
た
。

　

来
客
者
数
３
万
人
を
達
成

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ま
ほ
ろ
ば
畑

　

地
産
地
消
・
安
全
安
心
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
地
域
の

豊
富
な
食
材
を
生
か
し
、
生
産
者

と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
場
づ
く
り
と

し
て
開
業
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ま
ほ
ろ
ば
畑
は
、
10
月
21
日
に
来

客
者
数
３
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

４
年
目
の
現
在
も
好
評
を
得
な
が

ら
、
高
い
集
客
数
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　

合
戦
ゆ
か
り
の
自
治
体
と

　

調
印
式

大
分
市「
大
野
川
合
戦
ま
つ
り
」

　

11
月
８
日
に
大
分
市
で
開
催
さ

れ
た
「
大
野
川
合
戦
ま
つ
り
」
に

出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、

戦
国
時
代
に
地
元
の
大
友
氏
の
援

軍
と
し
て
長
宗
我
部
元
親
・
信
親

を
は
じ
め
と
す
る
四
国
連
合
軍
が

九
州
に
遠
征
し
、
島
津
軍
に
敗
れ
、

信
親
と
多
く
の
兵
士
が
討
ち
死
に

を
し
た
「
戸
次
川
の
合
戦
」
の
様

子
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。
祭
り

に
は
、
合
戦
ゆ
か
り
の
大
分
市
の

ほ
か
、
高
松
市
・
高
知
市
・
日
置

市
な
ど
の
自
治
体
が
一
同
に
集
ま

り
、
「
戸
次
川
の
合
戦
歴
史
交
流

の
証
」
と
起
請
文
の
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。

米障
害
者
自
立
支
援

　

障
害
者
基
本
計
画
お
よ
び
障
害

　

福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
て

　

第
３
次
南
国
市
障
害
者
基
本
計

画
お
よ
び
第
４
期
障
害
福
祉
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、
障
害
者
お
よ

び
障
害
児
の
保
護
者
へ
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
９
月
か
ら
行
い
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
調
査
は
両
計
画
策
定
に
向

け
て
の
基
礎
資
料
と
し
、
今
後
は

南
国
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

３
月
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

米児
童
の
医
療
費
無
料
化

　

中
学
卒
業
ま
で
の

　

受
給
者
証
を
発
行

　

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て
、
９
月
に
対
象
者
千

382
人
に
申
請
書
を
送
付
し
、
11
月

５
日
現
在
で
千
147
人
か
ら
申
請
を

受
理
し
、
受
給
者
証
を
発
行
し
ま

し
た
。
未
申
請
の
方
に
は
、
受
診

機
会
の
際
に
医
療
機
関
な
ど
か
ら

周
知
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
申
請

勧
奨
に
努
め
ま
す
。

　

合
同
訓
練
の
実
施

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

　

高
知
県
内
15
全
消
防
本
部
お
よ

び
他
の
消
防
機
関
の
参
加
に
よ
る

「
高
知
県
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
・

応
援
合
同
訓
練
」
が
、
９
月
20
日

か
ら
21
日
に
か
け
て
須
崎
市
を
中

心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
国
市
消

防
本
部
か
ら
は
消
火
部
隊
と
し
て
、

応
援
訓
練
に
参
加
し
、
野
営
訓
練
・

消
火
訓
練
な
ど
の
連
携
活
動
を
実

施
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
高
知
県

隊
編
成
時
に
お
け
る
派
遣
隊
員
の

充
実
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

９
小
学
校
、
25
名
で
結
成

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
９

小
学
校
か
ら
25
名
の
ク
ラ
ブ
員
を

募
り
、
10
月
25
日
に
結
成
式
を
行

い
ま
し
た
。
す
で
に
、
秋
季
火
災

予
防
運
動
期
間
中
の
広
報
活
動
を

実
施
し
、
今
後
の
活
動
と
し
て
、

消
防
出
初
式
な
ど
へ
の
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

香
長
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

　

全
国
大
会
出
場
へ

中
学
生
ク
ラ
ブ
活
動

　

第
65
回
高
新
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
で
は
、
女
子
は
、
香
長
中
学

校
が
２
年
連
続
９
度
目
の
優
勝
を
、

男
子
は
、
香
長
中
学
校
が
準
優
勝
、

北
陵
中
学
校
が
第
４
位
と
、
男
女

共
に
す
ば
ら
し
い
成
績
を
納
め
ま

し
た
。
全
国
大
会
に
出
場
す
る
香

長
中
学
校
女
子
チ
ー
ム
の
健
闘
を

期
待
し
ま
す
。

米防
災
教
育

　

稲
生
小
学
校
で

　

防
災
教
育
講
演
会

　

実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
の

県
の
指
定
校
で
あ
る
稲
生
小
学
校

が
、
10
月
28
日
に
「
防
災
教
育
講

演
会
」
を
開
催
し
、
姉
妹
都
市
・

岩
沼
市
と
の
交
流
事
業
に
参
加
し

た
児
童
の
発
表
や
岩
沼
市
立
玉
浦

中
学
校
の
校
長
先
生
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
学
校

を
核
と
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

米子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

　

幼
稚
園
、
保
育
所
の

　

入
所
申
込
案
内
・
受
付
開
始

　

平
成
27
年
度
の
た
ち
ば
な
幼
稚

園
入
園
申
込
案
内
・
受
付
は
11
月

よ
り
、
保
育
所
入
所
申
込
案
内
・

受
付
は
12
月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
の
申
込
み
か
ら
、
「
子
ど
も

子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
基
づ
く

受
付
と
な
る
た
め
、
児
童
ご
と
に

幼
稚
園
・
保
育
所
利
用
の
た
め
の

支
給
認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

米土
佐
日
記
門
出
の
ま
つ
り

　

国
府
小
学
校
児
童
に
よ
る

　

土
佐
日
記
朗
読
奉
納

　

第
31
回
土
佐
日
記
門
出
の
ま
つ

り
は
、
11
月
９
日
に
紀
貫
之
邸
跡
、

古
今
集
の
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

国
府
小
学
校
児
童
に
よ
る
土
佐
日

記
朗
読
奉
納
な
ど
、
土
佐
日
記
を

記
し
た
紀
貫
之
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、

そ
の
功
績
を
顕
彰
し
ま
し
た
。
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